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論 文 内 容 の 要 旨
R . K och が 1891年に K och 現象を報告し, 1906年に V on Pirquet がアレルギーなる概念を提唱し
て以来諸学者によりこの現象と免疫をめぐる数多 くの研索が続けられているにかかわらず, 末だ究明の域
に達したとは言えない実状である｡ この K och 現象はまたアレルギー現象の一典型であるとも言えるが,
K och の行なったものは単一の結核菌についてのみであった｡ その後幾種類もの結核菌が出現し, さらに
近年種 抗々結核剤の出現に応じて, これ等に抵抗性を獲得した耐性菌の出現が問題となり, これ等の混在
による感染とアレルギー関係もさらにいっそ う複雑多岐になっていると考えられる｡ そこで著者は耐性菌
をも混えた 4種の菌, すなわち人型結核菌 H -37 R v 株とその SM IOOγ耐性菌, ならびに青山- B 棟と
その IN A H IOOγ 耐性菌を用い, それぞれの感染と再感染の交叉による K och 現象について再検討を読
み次のような所見を得た｡
1) H -37 R v 原株およびその SM 耐性菌のマウス静腺内感染による像は SM 耐性菌の毒力低下を示すよ
うな所見は見られなかった｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
近年における医界に現われた, もっとも驚異的な進歩発達の一つは抗生物質の研究であることは, 衆目
の一致するところであろう｡ ところが, いろいろ強力な抗生物質の出現によって, 多 くの伝染性疾患がも
っとも容易に治癒せしめられることとなった反面, 菌交替症, 耐性菌の増加など, またいろいろ困難な問





ついて, 原株菌と耐性菌とではその病像に顕著な差異のあることを見出した｡ そうしてそれは, あたかも
K och が古く結核菌で発見した重感染と初感染との像にはうふったるところのものがあるのであった｡ そ




試験動物として実験をこころみた結果, K och の初感染再感染に輝する病像が, 感受性菌と耐性菌とを交
叉感染させることによって, ある程度明瞭に認められたのであった｡
以上は結核菌の感染病理に関し, いまだ知られていない新しい領域を開いたものであり学術的に有益な
ものである｡ したがって本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
